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【研究概要】 
 富山県南砺市城端地区の絹織物の切れ端から抽出できる繊維タンパク（フィブロイ
ン）を利用して、コラーゲンシート（ヒト由来乾燥羊膜）の強化を推し進める。この乾燥
羊膜を使用した治療技術は富山大学附属病院の独自のもので、その技術を支える
新たな医療材料の生産拠点として富山県内の企業が参画できると考える。 
 現行の乾燥羊膜シートは強度の不足から治療への適用範囲が狭い。そこで、“強度
を高めたヒト乾燥羊膜を製造するための技術”を構築し、新たな治療方法（材料）を提
供することが目的である。さらに、その乾燥工程を利用して器官を再生させる際の足
場の形成技術を構築することを試みる点が学術的に重要なところである。 
 これらの技術の獲得により新規の医療コラーゲン膜が得られるだけでなく、コラーゲ
ンによる強度のある新規医療材料を立体形状をも自由に形成する加工技術を得るこ
とにつながり、これまでにない治療法の開発へつながる可能性がある。 
 
【成果要約】 
 条件を検討するため（予試験のため）に、大量に入手しやすいウマ羊膜(尿膜)を用
い、コーティングによる強度の増加効果を検討した。絹タンパク（フィブロイン：Fib）溶
液に乾燥羊膜を浸し、再度ハイパードライ乾燥法で乾燥させた。コラーゲン処理乾燥
羊膜を引っ張り試験機（TENSION /UTM – (K.K.) – 500, TOYO BALDWIN.CO.,LTD.）
により強度を測定した。 
 絹タンパク（フィブロイン：Fib）の抽出を塩化カルシウムで行ったもの(CaCl2Fib)とエ
チレンジアミンで行ったもの(EtDiFib)を準備し、乾燥羊膜に浸透（コーティング）させて
ハイパードライ乾燥法にて乾燥させたところ、CaCl2Fib では効果がないのに対し、
EtDiFib では逆に強度を減少させた。フィブロイン(Fib)を抽出する際に使用したエチレ
ンジアミンによる影響があると考えられた。一方、抽出時に得られる繊維状のものと
半溶解のものも羊膜に接着させてハイパードライ乾燥した。いづれも測定時に羊膜か
ら解離した。 
 絹タンパクを抽出する際の CaCl2やエチレンジアミンの影響を軽減すべく、あらかじ
めグルタール(Glu)固定をしたヒト乾燥羊膜にフィブロインのコーティングを施し、ハイ
パードライ乾燥法にて乾燥させた。また、フィブロイン溶液によって半溶解のものを接
着し、Glu 固定を施して乾燥させた。 
 フィブロインコーティング単独では強度に変化がなかった。フィブロイン溶液
によって半溶解のものを接着したものは強度が増強した。 
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